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ご使用になる前に

このたびはＥＺＬ－５０Ａをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

本製品をお役立て頂くために、このマニュアルを十分お読みいただき、正しくお使い下さい。

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。

本製品は、下記の品より構成されております。梱包内容をご確認のうえ、万が一、不足しているものがあれば

お買い上げの販売店までご連絡ください。

■本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

■ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。

■発煙や発火、異常な発熱があった場合には、すぐに電源を切ってください。

■本書に記載される製品および技術のうち、「外国為替および外国貿易法」に定める規制貨物等（技術）に該当するものを輸出

または国外に持ち出す場合には同法に基づく輸出許可が必要です。

■本製品は万全の注意を払って製作されていますが、万一初期不良品であった場合、お買い上げ頂いた販売店へ保証書を添えて

ご返却ください。（弊社より直接お買い上げのお客様については、出荷時に全て登録済みとなっております。）

■万が一、本製品を使用して事故または損失が発生した場合、弊社では一切その責を負いません。

■保証内容、免責等につきましては、添付の保証書をご覧ください。

■本製品を仕様範囲を越える条件において使用された場合については、動作は保証されません。

■製品を改造した場合、保証は一切適用されません。

■他社製品との接続互換性および相性問題は保証いたしません。

梱包内容

●ＥＺＬ－５０Ａ本体 １台

●ＲＪ－４５コネクタ（パルストランス内蔵） １個

●１２ｐｉｎレセプタクル ２個

●ＥＺＬ－５０Ａ

マニュアル／ユーティリティディスク １枚

●ＴＣＰ－ＶＳＰ ｆｏｒ ｅｚＴＣＰ

プログラム／マニュアルディスク １枚

●保証書 １枚

梱包内容

取り扱い上の注意

保証

!

●本製品には、民生用の一般電子部品が使用されています。宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種

安全装置など人命、事故に関わる特別な品質、信頼性が要求される用途でのご使用はご遠慮ください。

●極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。

●水中、高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。

●腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。

●基板の表面が水に濡れていたり、金属に接触した状態で電源をいれないでください。

●定格を越える電源を加えないでください。



EZL-50AEzTCP/Ethernet series

目 次
１．製品概要 １

１．１ 概要 １
１．２ 機能及び特長 １
１．３ プロトコル変換の仕組み ２
１．４ 使用例 ３
１．５ 製品仕様 ６
１．６ 添付ソフトウェア ７

２．機能説明 ８

２．１ 基板寸法とピン配置 ８
２．２ シリアルインターフェース １０
２．３ コネクタ（パルストランス内蔵）仕様 １０
２．４ 動作モード説明 １１

３．ハードウェア設計例 １８

３．１ ハードウェアの構成 １８

４．ソフトウェア説明 ２３

４．１ ソフトウェアの概要 ２３
４．２ ｅｚＣＯＮＦＩＧ(ezcfg.exe)の使用方法 ２４
４．３ ｅｚＴＥＲＭ(ezterm.exe)の使用方法 ２７
４．４ ＨｏｔＦｌａｓｈ(hotflash.exe) の使用方法 ２９

５．チュートリアル ３１

５．１ ＥＺＬ－５０Ａの使用手順 ３１
５．２ ＬＡＮに接続して使用する ３２
５．３ 仮想ＣＯＭポートドライバと併用する ３７
５．４ ＡＤＳＬに接続して使用する ４１
５．５ 複数の機器間で通信する ４６

６．その他 ５２

６．１ ＦＡＱ ５２
６．２ ＥＺＬ－５０とＥＺＬ－５０Ａの違い ５４
６．３ ネットワーク用語解説 ５５

■製品サポートのご案内 ■エンジニアリングサービスのご案内



1

EZL-50AEzTCP/Ethernet series

１．製品概要

１．１ 概要

近年、ネットワークの普及が進み、あらゆる分野においてネットワーク対応が求められるようになりました。

しかし、一般的に組み込み用ネットワークアプリケーションを開発には、専用プロトコルスタックやそれらを制御するための

リアルタイムＯＳが必要で、さらにはネットワークの専門知識も必要です。

したがって、少量生産の組み込み機器等においては、未だ簡単にネットワークに対応することが困難な状況です。

ＥＺＬ－５０Ａは、これらの問題を全て解決します。ＥＺＬ－５０Ａは、シリアルインターフェースとネットワークプロトコ

ルをインテリジェントに相互変換するプロトコルコンバータで、マイコン等のシリアルインターフェースに接続して使用しま

す。

使用者は難解なプロトコルを全く意識することなくネットワーク対応機器を開発することができます。

１．２ 機能及び特長

１）ネットワークの専門知識やプロトコルスタックが不要

ＥＺＬ－５０Ａには、ＳｏｌｌａｅＳｙｓｔｅｍ社で開発されたＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックが搭載されており、

シリアルインターフェースとネットワークプロトコルをインテリジェントに相互変換します。

したがって、使用者は、難解なプロトコルを意識することなく、非同期シリアル通信をおこなうだけでネットワークを

利用することができます。

２）多種多様なプロトコルに対応

ＥＺＬ－５０Ａは、ＴＣＰ／ＩＰの他にＵＤＰやＤＨＣＰ、ＡＤＳＬで使用されるＰＰＰｏＥ等のプロトコルに対応し

ています。

これらは動作モード別にファームウェアが用意されておりますので、必要に応じてＥＺＬ－５０Ａにダウンロードして

使用します。

３）超小型基板

基板は、５０ｍｍ×３２ｍｍと超小型です。

コネクタ（パルストランス内蔵）は分離されているので、お客様の基板に合わせて自由に配置することができます。

４）コンフィグレーションツール「ｅｚＣＯＮＦＩＧ」、ターミナルソフト「ｅｚＴＥＲＭ」付属

ＥＺＬ－５０ＡのＩＰアドレスや動作条件等を簡単に設定できる「ｅｚＣＯＮＦＩＧ」と通信テスト等に使用できる

「ｅｚＴＥＲＭ」が付属しています。

５）オプションソフトと併用すればＣＯＭポートアプリケーションが変更なしで動作可能

オプションソフトウェアの仮想ＣＯＭポートドライバ「ＴＣＰ－ＶＳＰ」を使用すれば、ＰＣのＣＯＭポートアプリケ

ーションからｅｚＴＣＰを透過的なＣＯＭポートとして扱うことができます。

したがって、ＲＳ－２３２等で構築されたシステムを、ソフトウェアの変更なしにネットワーク化することができま

す。
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１．３ プロトコル変換の仕組み

ＥＺＬ－５０Ａはシリアルデータ（ＴＴＬ）の送受信データをＴＣＰ／ＩＰプロトコルに変換します。

一般的にＬＡＮネットワークでは通信プロトコルとしてＴＣＰ／ＩＰが使われます。

ＴＣＰ／ＩＰは、ＲＳ－２３２通信等で使用される無手順のシリアル通信とは異なり、個々の機器に割り当てられたＩＰ

アドレスを元に、複雑な手順により通信相手と接続してから、通信を開始します。（コネクション型通信）

また、データはパケット化されており、パケット毎に受信の有無やデータ誤り訂正が自動的に行われます。

図 １．３－１ プロトコル変換の仕組み

ＥＺＬ－５０Ａは、複雑なＴＣＰ／ＩＰの通信手順を全て自動的に処理します。

したがって、マイコン側からは、これらの複雑な接続手順やプロトコルなどは全く意識する必要がありませんので、普通に

シリアル通信をおこなうだけで、ネットワーク上の他のデバイスと通信をおこなうことができます。

ユーザシステム

EZL-50ATxD/RxD/CTS/RTS

シリアルデー

タ
プロトコル変換 ＴＣＰ／ＩＰデータ

PC

10BASE-T ケーブル

HUB

マイコン
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１．４ 使用例

本製品を利用すると、さまざまな形態でネットワークに接続することができます。

以下に代表的な使用例を記載します。

図 １．４－１ ネットワーク接続例

PC
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DynamicIP or GlobalIP
COD/ATC
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PPPoE,TCP/IP

Network Application
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ISPInternet

②ピア・ツー・ピアで使用する
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Processor EZL-50ASerial(TTL)
RJ45

LocalIP or GlobalIP
T2S/COD/ATC

EtherNet

TCP/IP

Network Application HUB

LANInternet

①LAN 環境で使用する

PC

Micro

Processor EZL-50ASerial(TTL)
RJ45

LocalIP or GlobalIP
T2S/COD/ATC

EtherNet

TCP/IP

Network Application

10BASE-T(クロスケーブル)

③ＡＤＳＬで使用する
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④既存のＲＳ－２３２アプリケーションをＬＡＮ化する

ソフトウェアの変更無しで

そのまま移行可能
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Micro

Processor
RS-232
DRIVER

Serial(TTL) RS-232

RS-232 Application
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COM Application
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TCP/IP

Network Application HUB
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Network Application

Micro

Processor EZL-50ASerial(TTL)
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EtherNet

TCP/IP

TCP/IP

EtherNet
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+

TCP-VSP

COMn
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⑤既存のＲＳ－４８５アプリケーションをＬＡＮ化する

ソフトウェアの変更無しで

そのまま移行可能
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１．５ 製品仕様

表１．５－１ 機能仕様

機能 詳細

ＬＡＮインターフェース １０ＢＡＳＥ－Ｔ １ポート

コネクタ ：１２ｐｉｎ（２．０ｍｍピッチ）×１列

シリアルインターフェース 調歩同期シリアル（ＴＴＬ）

通信速度 ：1200／2400／4800／9600／14.4K／19.2K／38.4K／57.6K／115.2K bps

データ長 ：７／８ビット

パリティ ：なし／ＥＶＥＮ／ＯＤＤ

スタートビット：１

ストップビット：１

フロー制御 ：なし or ＲＴＳ／ＣＴＳ or ＸＯＮ／ＸＯＦＦ

コネクタ ：１２ｐｉｎ（２．０ｍｍピッチ）×１列

送受信バッファ約４Ｋｂｙｔｅ

ＲＳ－４８５対応 ドライバ制御信号出力１本

対応プロトコル ＴＣＰ／ＩＰ、ＵＤＰ、ＩＣＭＰ、ＡＲＰ、ＤＨＣＰ、ＰＰＰｏＥ、

ＴＥＬＮＥＴ（クライアント）

同時接続数 １

ＡＤＳＬ対応 ＮＴＴ フレッツＡＤＳＬ（１．５Ｍ）

＜ＡＤＳＬ対応について＞

弊社では、ＰＰＰｏＥの確認に以下の回線とＩＳＰにて動作確認をしております。

その他の回線業者およびＩＳＰをご利用の場合、動作しない場合もありますのでご注意ください。

ＡＤＳＬ回線 ： フレッツＡＤＳＬ １．５Ｍ （ＮＴＴ西日本）

ＡＤＳＬモデム ： ＤＳＬ ＳＢ ＡＴＵＲ－Ｅ１（ＮＴＴ西日本）

ＩＳＰ ： ＷＡＫＷＡＫ（ＮＴＴ－ＭＥ）

表１．５－２ ハードウェア仕様

デバイス 詳細

ＣＰＵ 8 ビット

メモリ ＦＬＡＳＨ ＲＯＭ ６４Ｋｂｙｔｅ

ＲＡＭ ３２Ｋｂｙｔｅ

ＬＡＮコントローラ ＲＴＬ８０１９ＡＳ

パルストランス ＲＪ－４５コネクタに内蔵 Ｐ０２－１０２－１７Ｃ９

電源電圧 ＋５Ｖ±１０％

消費電流 最大１２０ｍＡ

重量 約１１ｇ ＲＪ－４５コネクタは除く

使用温度 ０～７０℃ 結露無し

基板サイズ ５０×３２ｍｍ （ｔ＝１．６ｍｍ）

表１．５－３ 出荷時の設定値

設定項目 設定値

ＭＡＣアドレス 0030F9XXXXXX (XXXXXX は、個々に割り振られた通し番号) ※変更はできません

ファームウェア Ｔ２Ｓモード用ファームウェア（サーバー）

ＩＰアドレス 192.168.1.200

ローカルポート番号 50000

サブネットマスク 255.255.255.0

ゲートウェイ 0.0.0.0

サポートプロトコル ＴＣＰ／ＩＰ、ＥＺＣＦＧ、ＡＲＰ

タイムアウト 0

シリアルポート設定 38400bps、８ビット、パリティ無し、フロー制御無し
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１．６ 添付ソフトウェア

本製品には以下のソフトウェアが添付されています。

詳しくは「４．ソフトウェア説明」をご覧ください。

■Ｗｉｎｄｏｗｓアプリケーション (\tools\*.*)

ソフトウェア名 機能

ezCONFIG コンフィグレータソフト。ezTCP の動作設定を行うためのソフトウェア

ezTERM ＴＣＰ／ＩＰ用パケット通信ソフトウェア

HotFlash ＩＳＰソフトウェア。EZL-50A にファームウェアをダウンロードするためのソフトウェア

■ＥＺＬ－５０Ａ プロトコルファームウェア (\firm\*.*)

ソフトウェア名 機能

T2SXXX.bin Ｔ２Ｓモード用ファームウェア

CODXXX.bin ＣＯＤモード用ファームウェア

ATCXXX.bin ＡＴＣモード用ファームウェア

U2SXXX.bin Ｕ２Ｓモード用ファームウェア

XXX は、バージョン番号です。

■Ｓｏｃｋｅｔを使用したＰＣ用サンプルプログラム (\sample\*.*)

ソフトウェア名 機能

Linux\T2S.zip Ｔ２Ｓモードにてシリアルポートをループバックさせた状態で送受信テストを行うサンプルプ

ログラム(Linux 用)

Linux\cod_ascii.zip ＣＯＤモードにて 1Byte の ASCII コードを送信した後に接続を切るサンプルプログラム

(Linux 用)

Linux\cod_record.zip ＣＯＤモードにて受信したデータをファイルに保存するサンプルプログラム(Linux 用)

VC\T2S.zip Ｔ２Ｓモードにて送受信を行うサンプルプログラム(Visual C++用)

VC\COD.zip ＣＯＤモードにて送受信を行うサンプルプログラム(Visual C++用)

VB\T2S_VB.zip Ｔ２Ｓモードにて送受信を行うサンプルプログラム(Visual BASIC 用)

VB\COD_VB.zip ＣＯＤモードにてデータのループバックを行うサンプルプログラム(Visual BASIC 用)

※サンプルプログラムについてのお問い合わせにつきましては、回答できませんのであらかじめご了承ください

１．６．１ 最新版のソフトウェアの入手方法について

最新版のソフトウェアは弊社ホームページよりダウンロードできます。

弊社ホームページアドレス http://www.apnet.co.jp

１．６．２ ソフトウェアの再配布について

本製品に添付されるソフトウェアを、ｅｚＴＣＰを組み込んだ製品とともにメンテナンス用として再配布することができます。

それ以外の使用目的において、再配布することは認めておりません。
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２．機能説明

２．１ 基板寸法とピン配置

図２．１－１ 基板寸法図

図２．１－２ レセプタクル（付属）（型番 ＳＤ１×１２：ＡＵＫ社）

ＡＵＫ社ＵＲＬ：http://www.aukconnector.com/
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図２．１－３ コネクタピン配置

表２．１－１ JP3 EtherNet 側

PIN No. 信号名 入出力 端子機能 使用方法／動作 備考

1 GND I グラウンド 電源 *1

2 TP_IN+ I 受信データ入力+ パルストランスに接続 *1

3 TP_IN- I 受信データ入力- パルストランスに接続 *1

4 GND I グラウンド 電源 *1

5 TP_OUT- O 送信データ出力+ パルストランスに接続 *1

6 TP_OUT+ O 送信データ出力- パルストランスに接続 *1

7 GND I グラウンド 電源 *1

8 RxLED+ O RX LED 駆動[High] ネットワーク上のパケットデータを受信すると点灯

9 TxLED+ O TX LED 駆動[High] パケットデータ送信時に点灯

10 LinkLED- O LINK LED 駆動[Low] Ethernet にリンクが確立中に Low レベル出力

11 STATUSLED- O ステータス LED 駆動

[LOW]

TCP/IP でリンクが確立している間は点灯します。

TCP/IP でリンクが確立していない間、以下のように点

滅します。

[固定 IP] １秒毎に点滅

[DHCP] [PPPoE] IP アドレスが割り当てられていな

い間は、１秒間に４回点滅します。IP アドレスが割り

当てられると１秒間に１回の点滅に変わります。

12 VCC I 電源 +5.0V 電源 *1

表２．１－２ JP2 シリアルインターフェース側

PIN No. 信号名 入出力 端子機能 使用方法／動作 備考

1 VCC I 電源 +5.0V 電源 *1

2 RESET+ I リセット入力 EZL-50A のリセット入力。High アクティブ

3 P3.4 O Connect notifier TCP 接続が確立中に Low レベル出力

4 P3.5 O 制御信号出力 485 ドライバ制御信号出力。送信時に High レベル出力 *3

5 ISP- I モード設定 プログラミングモード設定端子。Low アクティブ

6 GND I グラウンド 電源 *1

7 TxD O 受信データ出力 マイコン(UART/SIO)の RxD に接続 *1

8 RTS O ＲＴＳ出力 マイコン(UART/SIO)の CTS に接続 *2

9 GND I グラウンド 電源 *1

10 RxD I 送信データ入力 マイコン(UART/SIO)の TxD に接続 *1

11 CTS I ＣＴＳ入力端子 マイコン(UART/SIO)の RTS に接続 *2

12 GND I グラウンド 電源 *1

*1 必ず接続してください。

*2 ハードウェアフロー制御をおこなう場合に必要です。

*3 ＲＳ－４８５ドライバ制御をおこなう場合に必要です。

上面視

JP3

EtherNet 側
JP2

シリアルインターフェース側
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表２．１－３ シリアルインターフェースのＤＣ特性

特性項目 Min Typ Max 単位 備考

Vcc 4.5 5.0 5.5 V

VIL -0.5 0.2xVcc-0.1 V

VIH 0.2xVcc+0.9 Vcc+0.5 V

0.3 V IOL=100uA

0.45 V IOL=1.6mA

VOL

1.0 V IOL=3.5mA

Vcc-0.3 V IOH=-10uA

Vcc-0.7 V IOH=-30uA

VOH

Vcc-1.5 V IOH=-60uA

２．２ シリアルインターフェース

ＥＺＬ－５０Ａのシリアルインターフェースの信号論理とタイミングを下図に示します。

一般的なシリアル通信用ＩＣ（８２５１、マイコン内蔵の非同期通信シリアルポート）と直結する事ができます。

Ｐ３．５は、ＲＳ－４８５等のドライバ制御信号に使用します。

図２．２－１ ＴＴＬ信号の論理、ＲＳ－４８５制御信号のタイミング

1

START D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 STOP

0 LSB MSB

1

0

■Ｐ３．５をＲＳ－４８５のドライバ制御信号として使用する場合、ＳＴＯＰビット手前で非アクティブとなりますが、

通信には影響ありません。

２．３ コネクタ（パルストランス内蔵）仕様

本製品には、パルストランス内蔵のＲＪ４５コネクタが付属しています。

詳細なデータは、付属のデータシートをご覧ください。（ＦＤに収録されています。）

TxD/RxD

P3.5
(TxD 時)
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２．４ 動作モード説明

ＥＺＬ－５０Ａには、使用する用途別に動作モードが用意されています。

動作モード別にファームウェアが用意されておりますので、該当する動作モードのファームウェアをＥＺＬ－５０Ａにダウン

ロードして使用します。ファームウェアのダウンロードには、製品添付のダウンロードツール「HotFlash」を使用します。

● ＨｏｔＦｌａｓｈ

ＩＳＰソフトウェア。ＥＺＬ－５０Ａにファームウェアをダウンロードするためのソフトウェアです。

Windows95/98/ME/NT4.0/2000/XP で動作します。

●ＥＺＬ－５０Ａファームウェア

ファームウェアは、ＥＺＬ－５０Ａ上で動作するマイコン用のプログラムです。

書き込み方法については、「４．４ ＨｏｔＦｌａｓｈ(hotflash.exe)の使用方法」をご覧ください。

ファイル名 ソフト内容 サーバー/クライアント

T2SXXX.bin Ｔ２Ｓモード用ファームウェア サーバー

CODXXX.bin ＣＯＤモード用ファームウェア クライアント

ATCXXX.bin ＡＴＣモード用ファームウェア サーバー／クライアント

U2SXXX.bin Ｕ２Ｓモード用ファームウェア ―

出荷時はＴ２Ｓモード用ファームウェアが書き込まれています。

２．４．１ サーバーとクライアントについて

TCP は、コネクション型の通信であり、最初に接続を確立してから通信をおこないます。

２点間で通信をおこなう場合には、必ず一方がサーバーでもう一方はクライアントとなります。

このサーバーとクライアントの違いというのは、簡単に説明するならば、クライアントはサーバーに接続要求を出す側であり、

サーバーはクライアントからの接続要求を待つ側であるということだけです。接続が確立したあとは双方向で通信が可能です。

なおｅｚＴＣＰは、同時接続数が１つしか許容されていませんので、複数のネットワーク機器が同時に接続されることはあり

ません。

ただし UDP では接続を確立する必要がなく、サーバー／クライアントの概念がありません。

図 ２．４－１ サーバーとクライアントの関係

サーバー クライアント

接続要求

接続後の通信

クライアント クライアント
接続要求 接続要求

このような接続形態では通信できない。

必ず、一方がサーバーで、もう一方がクライアントとなる。
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２．４．２ 動作モードとサポートプロトコル

以下の動作モードとサポートするプロトコルの関係を示します。

動作モード クライアント／サーバー TCP/IP UDP PPPoE DHCP ICMP ARP EZCFG

Ｔ２Ｓ サーバー ○ × × × ○ ○ ○

ＣＯＤ クライアント ○ × ○ ○ ○ ○ ○

ＡＴＣ サーバー動作時 ○ × × × ○ ○ ○

ＡＴＣ クライアント動作時 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

Ｕ２Ｓ ― × ○ × × ○ ○ ○

２．４．３ 各動作モードの説明

①Ｔ２Ｓモード（TCP to Serial）－サーバー

Ｔ２Ｓモードでは、ｅｚＴＣＰがサーバーとして動作します。この動作モードが選択されている場合、ｅｚＴＣＰは

電源を投入された後、クライアントからの接続要求を待ちます。

この接続方法は最も標準的で、ＥＺＬ－５０Ａの出荷時はＴ２Ｓモードのファームウェアが書き込まれています。

TIMEOUT が 0 以外に設定されている場合には、TCP/IP 接続後、TIMEOUT に設定された時間、データの通信が行われな

いと自動的に接続が切断されます（単位：秒）

PC

マイコン ezTCP

T2S モード

サーバー

HUB

クライアント

接続要求

図２.４－２ ＰＣと接続して使用する例（T2S モード）

図２.４－３ ｅｚＴＣＰ同士を接続して使用する例（T2S モード⇔ATC/COD モード）

ATC/COD モード

クライアント

マイコン ezTCP

T2S モード

サーバー

HUB

接続要求

ezTCP マイコン
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②ＣＯＤモード（Connect on Demand）－クライアント

ＣＯＤモードでは、ｅｚＴＣＰがクライアントとして動作します。この動作モードが選択されている場合、ｅｚＴＣＰは

シリアルポートから、一定のバイト数（ｅｚＣＯＮＦＩＧで指定された WATERMARK）を受信した時点で、サーバーに接続

要求を出します。接続が確立すると、バッファされたデータ（MAX 4Kbyte）をサーバーに送信し、その後は、シリアルポ

ートとネットワークの送受信データを双方向に逐次変換します。

WATER MARK が 0 に設定されている場合には、ｅｚＴＣＰの電源が投入されたら直ぐに接続要求を出します。

TIMEOUT が 0 以外に設定されている場合には、TCP/IP 接続後、TIMEOUT に設定された時間、データの通信が行われない

と自動的に接続が切断されます（単位：秒）

TIMEOUT が 0 に設定されている場合には、接続を維持したままになります。

WATER MARK と TIME OUT が両方とも 0以外に設定されている場合、どちらか１つの条件が成立すれば送信が行われます。

WATER MARK と TIME OUT が両方とも 0に設定されている場合、データを受信した時点で送信が行われます。

ｅｚＴＣＰ同士で接続する方法は図２．４－３をご覧ください。

PC

PC

マイコン ezTCP

COD モード

クライアント

HUB

サーバー

接続要求

図２.４－４ ＰＣと接続して使用する例（COD モード）

図２.４－５ ＤＨＣＰサーバーを使用する例（COD モード）

PC

マイコン ezTCP

COD モード

クライアント

HUB

サーバー

接続要求

DHCP サーバー

Dynamic IP
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③ＡＴＣモード（AT Command）－クライアント／サーバー

ＡＴＣモードでは、シリアルポートからＡＴコマンドによって動作を制御します。したがって、サーバー動作もクライア

ント動作も可能です。

PEER PORT が 23 に設定されている場合には、自動的に TELNET クライアントのエミュレーションを行います。

TIMEOUT が 0 以外に設定されている場合には、TCP/IP 接続後、TIMEOUT に設定された時間、データの通信が行われな

いと自動的に接続が切断されます（単位：秒）

以下にコマンド一覧を記載します。

＜１＞ 標準ＡＴコマンドセット （各コマンドには、デリミタとして CR(0x0d)を付加します）

コマンド 機能 動作内容

A 接続待ち ｅｚＴＣＰをサーバーで起動し、接続待ち状態にする。

D 接続を確立する ｅｚＴＣＰをクライアントで起動し、サーバーに接続する。

E エコー エコーｏｎ／ｏｆ (E1:enable) / E0:disable)

H 切断 接続を切断する。

I ｅｚＴＣＰの情報取得 ｅｚＴＣＰの情報を取得する。

O オンライン コマンドモードからオンラインモードへ移行

V リザルトコードの表示形式 リザルトコードの表示形式を指定する。(V0:番号表示 V1: 文字表示)

Z リセット ｅｚＴＣＰをリセットする。

＜２＞拡張ＡＴコマンドセット （各コマンドには、デリミタとして CR(0x0d)を付加します）

コマンド 機能 動作内容

+PLIP ローカルＩＰアドレス 自ＩＰアドレスを設定する。

設定しない場合には、ＥＥＰＲＯＭの値が使用されます。

ＰＰＰｏＥとＤＨＣＰでは無効となります。

+PSM サブネットマスク サブネットマスク値を設定する。

設定しない場合には、内部ＥＥＰＲＯＭの値が使用されます。

+PGIP ゲートウェイＩＰアドレス ゲートウェイのＩＰアドレスを設定する。

設定しない場合には、内部ＥＥＰＲＯＭの値が使用されます。

+PNS ネームサーバーＩＰアドレス ネームサーバーのＩＰアドレスを設定する。

ＥＺＬ－５０Ａでは使用できません。

+PLP ポート番号(server) 自ポート番号を設定する。

設定しない場合には、内部ＥＥＰＲＯＭの値が使用されます。

+PTO タイムアウト 接続タイムアウト時間を指定する。

内部ＥＥＰＲＯＭの値が使用されます。

+PRIP リモートＩＰアドレス(Client) クライアント動作時に、接続先ＩＰアドレス（サーバー）を指定する。

+PRP リモートポート番号(Client) クライアント動作時に、接続先ポート番号（サーバー）を指定する。

+PWP パラメータ書き込み 内部ＥＥＰＲＯＭにパラメータを書き込み、リセットします。

リモートＩＰアドレスとリモートポート番号は保存されません。

+PRC

+PARP

+PDC

+PPE

セットアップコマンド 各プロトコルの有効(1)／無効(0)をセットします。

PRC(ezCFG)、PARP(ARP)、PDC(DHCP)、PPE(PPPoE)

例) AT+ARP=0 → ARP無効

※各コマンドに’?’を追加すると、パラメータが返されます。

例）ＥＺＬ－５０ＡのＩＰアドレスを取得する → AT+PLIP?

ＥＺＬ－５０Ａのサブネットマスクを取得する → AT+PSM?
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オンラインモードからコマンドモードへの移行は ‘+++’を使用しますが、以下の条件で送信してください。

データ 500ms 以上 + 0～500ms + 0～500ms + 500ms 以上 データ

※ + (0x2B)

１バイト目の + 前のデータを送信した後から 500 ms 以上経過後

２，３バイト目の + 前の+ から 0 – 500 ms 以内

+++の後の送信データバイト 500ms 以上

＜３＞ 返却メッセージ

以下のメッセージは、ｅｚＴＣＰより送信されるメッセージです。（各メッセージには、CR(0x0d)+LF(0x0a)が付加される）

コマンド 動作内容

OK コマンドを正常に受け付けた場合に送信されます。

CONNECT 接続が確立すると送信されます。

ERROR コマンドの誤りや、パラメータに誤りがあった場合等に送信されます。

NO CARRIER 接続が切断された場合に送信されます。
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図 ２．４－６ ＡＴコマンドモードの使い方

サーバーで使用する場合

クライアントで使用する場合

AT+PRIP=192.168.001.160<CR>

OK<CR><LF>

AT+PRP=1470<CR>

OK<CR><LF>

ATDT<CR>

OK<CR><LF>

CONNECT<CR><LF>

Tx/Rx DATA

ATH<CR>

+++

OK<CR><LF>

マイコン等 ｅｚＴＣＰ

接続するサーバーのＩＰアドレスを設定する。

接続するサーバーのポート番号を設定する。

サーバ－に接続する。

送受信データをやり取りする。

コマンドモードに移行する。

接続を切断する。

AT+PLP=xx<CR>

OK<CR><LF>

ATA<CR>

OK<CR><LF>

CONNECT<CR><LF>

Tx/Rx DATA

ATH<CR>

+++

OK<CR><LF>

マイコン等 ｅｚＴＣＰ

自ポート番号を設定する。

クライアントからの接続を待つ。

クライアントと接続が確立

コマンドモードに移行する。

接続を切断する。
OK<CR><LF>

NO CARRIER<CR><LF>

OK<CR><LF>

NO CARRIER<CR><LF>

送受信データをやり取りする。
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④Ｕ２Ｓモード（UDP to Serial）

Ｕ２Ｓモードでは、ホスト／クライアントの区別がありません。この動作モードが選択されている場合、ｅｚＴＣＰは

シリアルポートから受信したデータをＵＤＰパケットに変換し、ＩＰアドレスとポート番号にて指定した機器に対して

送信を行います。また、他の機器からｅｚＴＣＰに対して送信されたＵＤＰパケットを受信してそのデータをシリアル

ポートから送信します。

ＵＤＰは相手機器の状態に関わらず送信を行いエラー訂正も行わない為、送受信の確実性は保証されません。

WATER MARK はシリアルデータをＵＤＰパケットに変換する時のデータサイズをバイト単位で指定するパラメータです。

WATER MARK が 0 以外に設定されている場合、ｅｚＴＣＰはシリアルポートから WATER MARK で指定されたバイト数分の

データを受信した後にそのデータをＵＤＰパケットに変換して送信を行います。

WATER MARK が 0 に設定されている場合には、シリアルポートからデータを受信した時点でＵＤＰパケットへの変換が行

われ、送信が行われます。ただし、TIME OUT が 0 以外に設定されている場合には、TIME OUT の条件が適用されます。

TIME OUT はシリアルデータをＵＤＰパケットに変換する時の時間を 10 ミリ秒単位で指定するパラメータです。

TIME OUT が 0 以外に設定されている場合、ｅｚＴＣＰはシリアルポートから最初のデータを受信してから、設定された

時間を経過するまでに受信したデータをＵＤＰパケットに変換して送信を行います。

TIME OUT が 0 に設定されている場合には、シリアルポートからデータを受信した時点でＵＤＰパケットへの変換が行な

われ、送信が行われます。ただし、WATER MARK が 0 以外に設定されている場合には、WATER MARK の条件が適用されます。

WATER MARK と TIME OUT が両方とも 0以外に設定されている場合、どちらか１つの条件が成立すれば送信が行われます。

WATER MARK と TIME OUT が両方とも 0に設定されている場合、データを受信した時点で送信が行われます。

Ｕ２Ｓモードではブロードキャストアドレスの送受信が可能です。

送信先ＩＰアドレスが 255.255.255.255 のＵＤＰを受信した場合、通常のＵＤＰ受信と同様にＵＤＰデータがシリアル

データに変換されます。これにより一台の機器から送信されたＵＤＰパケットを一度に複数のｅｚＴＣＰにて受信する

ことができます。

図２.４－７ 複数の機器で使用する例（U2S モード）

HUB

マイコン ezTCP

U2S モード

UDP パケット

(ブロードキャスト)

UDP パケット

UDP パケット

UDP パケット

マイコン ezTCP

U2S モード

マイコン ezTCP

U2S モード

マイコン ezTCP

U2S モード
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３．ハードウェア設計例

３．１ ハードウェアの構成

ｅｚＴＣＰを使用したハードウェア構成は非常に簡単です。

マイコンのシリアルポート（ＵＡＲＴ）との接続は最小２本（ＴｘＤ、ＲｘＤ）です。

ＥｔｈｅｒＮｅｔ側は、付属のＲＪ４５コネクタ（トランス内蔵）を指定の方法で接続するだけです。

＜お客様に用意していただく部品＞

・抵抗 ２００Ω １本

・セラミックコンデンサ ０．０１ｕ １個

・ＬＥＤ φ３～φ５程度 ４個 （オプション） *1

・抵抗 ３３０Ω～ ４個 （オプション） *1

・ジャンパーソケット １個 （オプション） *2

*1 ＬＥＤはモニタ用に必要な場合に接続してください。未接続でも動作には影響ありません。

*2 ＩＳＰ(In System Programming)機能を利用する場合に接続してください。
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MicroProccesor or UART

RESET
PORT

RTS
CTS

RxD
TxD

CN1

TxD
RxD

RTS
CTS

RESET
P3.4

OPTION

7
10

8
11

2
3

VCC
6,9,12

1

EZL-50 CN2

TPOUT+
TPOUT-

TPIN+
TPIN-

P02-102-17C9

6
5

2
3

VCC
1,4,7
12

R1 200

1
2

4
5

C1 0.01uF

R2 330

R3 330

R4 330

R5 330

VCC

OPTION
RX LED+

TX LED+

STATUS LED-

LINK LED-

8

9

10

11

VCC

F

7
8

N.C
N.C

SHIELD

P3.54

ISP5

ON : Program mode
OFF : Normal

3

図３．１－１ ５Ｖシステムでの設計例

ＶＣＣ = +5.0V±10％

Ｒ１ = カーボン 1/8W ±5%

Ｃ１ = セラミック 50V
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図３．１－２ ３．３Ｖシステムでの設計例

MicroProccesor or UART

RESET
PORT

RTS
CTS

RxD
TxD

CN1

TxD
RxD

RTS
CTS

RESET
P3.4

P3.5

OPTION

7
10

8
11

2
3

4

ISP5

VCC
6,9,12

1

EZL-50 CN2

TPOUT+
TPOUT-

TPIN+
TPIN-

P02-102-17C9

6
5

2
3

VCC
1,4,7
12

R1 200

1
2

4
5

C1 0.01uF

R2 330

R3 330

R4 330

R5 330

VCC

OPTION
RX LED+

TX LED+

STATUS LED-

LINK LED-

8

9

10

11

3.3V
F

7
8

N.C
N.C

SHIELD

3V⇔5V TOLERANT
BUFFRER

74LVC541
74VHC541等

3.3V

ON : Program mode
OFF : Normal

3

ＶＣＣ = +5.0V±10％

Ｒ１ = カーボン 1/8W ±5%

Ｃ１ = セラミック 50V
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CN1

TxD
RxD

RTS
CTS

RESET

P3.4
P3.5

OPTION

7
10

8
11

2

3
4

ISP
5

VCC
6,9,12

1

EZL-50 CN2

TPOUT+
TPOUT-

TPIN+
TPIN-

P02-102-17C9

6
5

2
3

VCC
1,4,7
12

R1 200

1
2

4
5

C1 0.01uF

R2 330

R3 330

R4 330

R5 330

VCC

OPTION
RX LED+

TX LED+

STATUS LED-

LINK LED-

8

9

10

11

F

7
8

N.C
N.C

SHIELD

MAX233等VCC

RS-232 DRIVER

TI1
RO1

T12
RO2

VCC

3

2
TO1
RI1

TO2
RI2

8
7

EIA-574(9pin DSUB)

5
3

図３．１－３ ＲＳ－２３２⇔イーサネット変換機の設計例

ＶＣＣ = +5.0V±10％

Ｒ１ = カーボン 1/8W ±5%

Ｃ１ = セラミック 50V
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CN1

TxD

RxD

RTS

CTS

RESET

P3.4

P3.5

OPTION

7

10

8
11

2

3

4

ISP
5

VCC
6,9,12

1

EZL-50 CN2

TPOUT+
TPOUT-

TPIN+
TPIN-

P02-102-17C9

6
5

2
3

VCC
1,4,7
12

R1 200

1
2

4
5

C1 0.01uF

R2 330

R3 330

R4 330

R5 330

VCC

OPTION
RX LED+

TX LED+

STATUS LED-

LINK LED-

8

9

10

11

F

7
8

N.C
N.C

SHIELD

SN75176BP等
VCC

RS-485 Driver/Reciever

D

R

RE

DE

VCC

A

B

3

CONNECTOR

R8 1K

R7 200

R6 1k

VCC

図３．１－４ ＲＳ－４８５⇔イーサネット変換機の設計例

ＶＣＣ = +5.0V±10％

Ｒ１ = カーボン 1/8W ±5%

Ｃ１ = セラミック 50V
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４．ソフトウェア説明

４．１ ソフトウェアの概要

ｅｚＴＣＰには以下のソフトウェアが添付されています。

これらのソフトは全て、ｅｚＴＣＰとネットワーク経由（イーサネット）で接続して使用します。

● ezCONFIG コンフィグレータソフト。ｅｚＴＣＰの動作設定を行うためのソフトウェアです。

● ezTERM TCP/IP 用のターミナルソフトウェアです。本ソフトウェアを使用して通信のテストを行えます。

● HotFlash ＩＳＰソフトウェア。ＥＺＬ－５０Ａにファームウェアをダウンロードするためのソフトウェアです。

動作環境

環境 機能

パーソナルコンピュータ EtherNet ポート(10BASE-T)を備えたＰＣ／ＡＴ互換機

ＯＳ Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８／ＭＥ／ＮＴ４．０／２０００／ＸＰ

注 意 100BASE のネットワークカードや HUB は、10BASE-T をサポートしている製品を使用してください。
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４．２ ｅｚＣＯＮＦＩＧ(ezcfg.exe)の使用方法

ｅｚＣＯＮＦＩＧは、ＥＺＬ－５０ＡのＩＰアドレスや各種動作条件を設定するためのコンフィグレータソフトです。

設定はＬＡＮ経由で行われます。前述の動作環境にあったパソコンでご使用ください。

４．２．１ ｅｚＣＯＮＦＩＧの画面説明

図 ４．２－１ ｅｚＣＯＮＦＩＧの画面

項目説明

表示／操作項目 内容 T2S COD ATC U2S

１．MAC ADDRESS MAC ADDRESS LIST で選択された、カレントのＭＡＣアドレスが表示されます。

ＭＡＣアドレスの変更はできません。

個々のｅｚＴＣＰのＭＡＣアドレスは、製品本体にシールで明示されています。

○ ○ ○ ○

２．MAC ADDRESS LIST ＬＡＮ上に存在するｅｚＴＣＰを表示します。

表示を更新するには、「ＰＲＯＢＥ」ボタンをクリックしてください。

○ ○ ○ ○

カレントで選択されているｅｚＴＣＰのＩＰアドレスとマスク値を設定します。

設定する値は、ネットワーク管理者と相談してください。

LOCAL IP ADDRESS 自ＩＰアドレスの設定 ○ ○ ○ ○

SUBNET MASK サブネットマスク値の設定 ○ ○ ○ ○

GATE WAY ゲートウェイ値の設定 ○ ○ ○ ○

NAME SERVER サポートしていません。 × × × ×

NAT IP ADDRESS サポートしていません。 × × × ×

３．IP 設定

PEER IP ADDRESS 接続先（サーバー）のＩＰアドレス × ○ × ○

シリアルインターフェース側の通信条件を設定します。

BAUD RATE 1200/2400/4800/9600/14400/19200/38400/57600/115200 ○ ○ ○ ○

DATA BYTE 8bit、7bit ○ ○ ○ ○

PARITY NONE、EVEN、ODD ○ ○ ○ ○

４．シリアル
インターフェース

FLOW CTRL NONE、RTS/CTS、XON/XOFF ○ ○ ○ ○
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表示／操作項目 内容 T2S COD ATC U2S

ｅｚＴＣＰの動作モードを設定します。

MUX TYPE ｅｚＴＣＰの動作モードです。

詳細は前述の「２．４動作モード説明」を参照してください。

グレイ表示で現在動作しているファームウェアを示します。

－ － － －

TIME OUT 最後のデータを送信また受信した後、接続を切断するまでの秒

数を指定します。0に設定された場合は、無視されます。

また、0に設定された場合でも、相手先が無応答になった場合

内部的な Keep Alive 機能により、一定時間後に接続が切断され

ます。

○ ○ ○ ○

LOCAL PORT 自ローカルポート番号 ○ × × ○

PEER PORT 接続先（サーバー）のポート番号 × ○ × ○

WATER MARK COD モード：ここに指定されたバイト数をシリアルＩ／Ｆから受

信した時点でサーバーに接続します。０の場合は、電源投入後、

直ぐに接続します。

U2Sモード：送信するUDPパケットのデータサイズを指定します。

× ○ × ○

５．動作モード

PASSWORD 設定値をパスワード保護します。 ○ ○ ○ ○

ｅｚＴＣＰで使用するプロトコルを選択します

EZCFG ezCONFIG を使用するためのプロトコル。必ずチェックしてくだ

さい。

ARP ARP プロトコルをサポートします。 ○ ○ ○ ○

DHCP DHCP プロトコルをサポートします。この場合ＩＰアドレス、サ

ブネットマスク、ゲートウェイの設定は無効となります。

× ○ ○ ×

PPPoE PPPoE をサポートします。この場合ＩＰアドレス、サブネットマ

スク、ゲートウェイの設定は無効となります。

× ○ ○ ×

TELNET TELNET サーバ機能をサポートします。 × × × ×

６．プロトコル選択

HDLC FCS サポートしていません。 × × × ×

PROBE LAN 上のｅｚＴＣＰを検索し、該当するｅｚＴＣＰの MAC アド

レスと設定情報を表示します。

○ ○ ○ ○

READ カレントで表示されたｅｚＴＣＰの設定値を読み出します。 ○ ○ ○ ○

WRITE 設定値をｅｚＴＣＰのＥＥＰＲＯＭに書き込み、ＲＥＳＥＴし

ます。

○ ○ ○ ○

PPPoEID PPPoE を使用する場合に、このボタンをクリックすると、ID と

PASSWORD 入力のダイアログが表示されます。

ISP に接続するための IDと PASSWORD を設定します。

ID は最大 32 バイト､PASSWORD は最大 8バイトまで設定できます

× ○ ○ ×

STATUS ｅｚＴＣＰの内部情報が表示されます。（下図を参照してくだ

さい）

○ ○ ○ ○

７．操作ボタン

EXIT EzCONFIG を終了します。 ○ ○ ○ ○

図４．２－２ ＳＴＡＴＵＳ情報表示画面
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４．２．２ ｅｚＣＯＮＦＩＧの操作方法

ｅｚＣＯＮＦＩＧは下記の手順にて操作します。うまく動作しない場合には「５．チュートリアル」を参考にしてください。

①パソコンとｅｚＴＣＰをＬＡＮで接続し、電源を投入します。

②ｅｚＣＯＮＦＩＧ（ezCFG.exe）を実行します。

③ｅｚＣＯＮＦＩＧの画面上の PROBE ボタンをクリックします。すると、アクセス可能なｅｚＴＣＰのＭＡＣアドレス

一覧が MAC ADDRESS LIST に表示されますので、設定するｅｚＴＣＰをクリックして選択します。

④ＩＰアドレスや、動作モード、プロトコル選択等の項目を設定します。

⑤WRITE ボタンをクリックします。これでｅｚＴＣＰのＥＥＰＲＯＭに設定が書き込まれ、設定が変更されました。

⑥新しい設定で動作を確認してください。
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４．３ ｅｚＴＥＲＭ(ezterm.exe)の使用方法

ｅｚＴＥＲＭは、ＴＣＰ／ＩＰパケット通信用のターミナルソフトです。

同様の機能が、Ｗｉｎｄｏｗｓの標準添付ソフト「ハイパーターミナル」でも提供されていますが、ｅｚＴＥＲＭでは１６進

データが扱えるということと、サーバーモードが使用できるという特徴があります。

ｅｚＴＣＰのテストツールとしてご利用ください。

４．３．１ ｅｚＴＥＲＭの画面説明

図 ４．３－１ ｅｚＴＥＲＭの画面

項目説明

表示／操作項目 内容
１．受信データ表示 ｅｚＴＣＰが受信したデータを表示します。

SAVE 受信データを BIN 形式ファイルで保存します。２．SAVE/CLEAR

CLEAR 受信データ表示をクリアします。

３．送信データ入力 送信データを１６進（左側）またはＡＳＣＩＩ（右側）で入力します。

SEND ボタンをクリックするまでデータは送信されません。

LOAD 送信データをファイルから読み込みます。読み込み可能な形式は BIN 形式ファイルです。

SAVE 送信データを BIN 形式ファイルで保存します。

４．LOAD/SAVE/RESIZE

RESIZE 指定された送信パケットサイズを設定します。

５．送信パケットサイズ 送信パケットサイズをバイト数で設定します。

RESIZE ボタンをクリックするまで有効になりません。
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SERVER ｅｚＴＣＰがクライアント（COD,ATC モード）として動作する場合にチェックします。

REMOTE IP ｅｚＴＣＰのＩＰアドレスを指定します。

TCP PORT ｅｚＴＣＰのポート番号を指定します。

６．ネットワーク設定

UDP UDP 通信をする場合にチェックします。

CONNECT

(LISTEN)

ｅｚＴＣＰに接続します。SERVERがチェックされている場合には、LISTEN になり、

接続待ち状態になります。

DISCONNECT ｅｚＴＣＰとの接続を切断します。

TELNET EZL-50A では使用できません。

EasyConfig 現在のところ、機能提供されていません。

OPTION 現在のところ、機能提供されていません。

７．接続

EXIT プログラムを終了します。

４．３．２ ｅｚＴＥＲＭの操作方法

ｅｚＴＥＲＭは下記の手順にて操作します。うまく動作しない場合には「５．チュートリアル」を参考にしてください。

①パソコンとｅｚＴＣＰをＬＡＮで接続し、電源を入れます。

②ｅｚＴＥＲＭ（ezterm.exe）を実行します。

③パケットサイズを指定して、RESIZE ボタンをクリックします。

④ｅｚＴＥＲＭをクライアントとする場合には、REMOTE IP と TCP PORT を設定し、CONNECT ボタンをクリックします。

すると画面左下に Connected と表示されます。

ｅｚＴＥＲＭをサーバーとする場合には、SERVER をチェックし、LISTEN をクリックするとクライアントからの接続待

ち状態になります。

●データを送信する場合

⑤送信データのデフォルトが 00 になっているので、送信データを１６進またはＡＳＣＩＩで入力して SEND ボタンをクリ

ックすると、データが送信されます。

⑥ｅｚＴＣＰのシリアルポートに送信データが出力されます。

●データを受信する場合

⑤シリアルポート側より、送信データを送ります。

⑥ｅｚＴＥＲＭの受信データ表示部に受信データが表示されます。
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４．４ ＨｏｔＦｌａｓｈ(hotflash.exe)の使用方法

ＨｏｔＦｌａｓｈは、ｅｚＴＣＰのファームウェアをダウンロードするためのソフトウェアです。

ＥＺＬ－５０Ａには、用途に応じて４つの動作モード（Ｔ２Ｓ、ＣＯＤ、ＡＴＣ、Ｕ２Ｓ）が用意されていますが、これらは

別々のファームウェアとして用意されておりますので、ファームウェアの書き換えや更新にＨｏｔＦｌａｓｈを使用します。

４．４．１ ファームウェアの書き換え手順

①ＥＺＬ－５０ＡをＩＳＰモード（プログラミングモード）にします。ＥＺＬ－５０ＡのＩＳＰ－端子（JP2-5）をＬＯＷ

レベル（GND）に固定して、電源を再投入するかリセットします。ＥＺＬ－５０ ＥＶＡボードを使用している場合は、

ＥＶＡボードの JP3 の ISP-と記されている方(JP3-2,3)を短絡します。

②Hotflash.exe を実行し立ち上げます。

③ファームウェアの書き換えを行うｅｚＴＣＰのＩＰアドレスを入力します。ｅｚＴＣＰのＩＰアドレスがわからない場合に

はｅｚＣＯＮＦＩＧの PEOBE ボタンをクリックすれば調べることができます。

④次に FILE ボタンをクリックし、ダウンロードするファイルを選択します。
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⑤次にファイルをダウンロードします。ＳＥＮＤボタンをクリックしてください。

⑥ＯＫのダイアログが表示されれば、書き換え終了です。ＥＺＬ－５０ＡのＩＳＰ－端子を High レベルにして、電源を再

投入するかリセットすれば更新したモードで動作します。

⑦ｅｚＣＯＮＦＩＧで、ＩＰアドレスと通信条件の設定をおこなってください。
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５．チュートリアル

本章では、実際にＥＺＬ－５０Ａを動作させるまでの手順を、パソコンと「ＥＺＬ－５０ ＥＶＡボード」を使用して解説します。

各使用方法の説明では、便宜上、ＥＺＬ－５０ ＥＶＡボードを使用して解説していますが、実際にお客様のシステムでお使いの

場合にはＲＳ－２３２側のパソコンがマイコン等に変わるだけで基本的な使用方法は変わりませんので参考にしてください。

ＥＺＬ－５０ ＥＶＡボードは「３．ハードウェア設計例」の図３．１－３ ＲＳ－２３２⇔イーサネット変換機とほぼ同様の

回路構成となっておりますので参考にしてください。

５．１ ＥＺＬ－５０Ａの使用手順

本製品をお客様のシステムでお使いいただくには、次の手順にしたがって準備する必要があります。

ＥＺＬ－５０Ａでは、直ぐに評価を行っていただくために「ＥＺＬ－５０ ＥＶＡボード」(\10,000)を用意しております。

ご用命のお客様は、弊社営業部までご連絡ください。

使用するシステムに合わせ、
ハードウェアを設計する

ハードウェアを製作する

ｅｚＣＯＮＦＩＧを使用してＩＰ
アドレス等を設定する

ＨｏｔＦｌａｓｈを使用して、
ファームウェアをダウンロードす

ｅｚＣＯＮＦＩＧを使用して
動作条件を設定する

ｅｚＴＥＲＭを利用して
動作を確認する。

３．ハードウェア設計例

３．ハードウェア設計例

４．ソフトウェア説明

４．ソフトウェア説明

４．ソフトウェア説明

４．ソフトウェア説明

ハードウェア設計

ハードウェア製作

ＩＰアドレスの設定

ファームウェアの
ダウンロード

動作条件の設定

動作確認
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５．２ ＬＡＮに接続して使用する

最も一般的な使用として、ＬＡＮに接続して使用する方法を解説します。

①ＥＺＬ－５０Ａの設定

①－１ ＥＺＬ－５０ ＥＶＡ ＢＯＡＲＤのＬＡＮポートとＣＯＭポートをそれぞれ図のように接続します。

①－２ 次にＥＺＬ－５０ ＥＶＡボードの電源を投入します。LINK LED が点灯し、STATUS LED が点滅します。

そこでｅｚＣＯＮＦＩＧ(ezcfg.exe)を起動し、PROBE ボタンをクリックします。すると「Serching ezTCP. . .」

と表示され、ＬＡＮ上に存在するｅｚＴＣＰのＭＡＣアドレス一覧が表示されます。

EZL-50A

EZL-50 EVA BOARD

10BASE-TRS-232

PC PC

ハイパーターミナ
ｅｚＴＥＲＭ

HUB

192.168.1.200

動作モード ： Ｔ２Ｓモード（サーバー）

シリアル通信条件 ： 通信速度 ＝ ３８４００

データビット＝８ スタートビット＝１ ストップビット＝１ パリティ＝ＮＯＮＥ
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①－３ 次にＩＰアドレス、サブネットマスク、ゲートウェイを設定します。

これらの値はネットワーク管理者と相談して、事前に決めておいてください。

ＩＰアドレスは、ＬＡＮ上で重複しないアドレスを指定してください。サブネットマスクとゲートウェイがわから

ない場合には、サブネットマスク＝255.255.255.0、ゲートウェイ＝0.0.0.0 にすれば、ほとんどの場合、問題あり

ません。

①－４ 次にシリアルインターフェースの通信条件を設定します。各値を通信条件に合わせて設定してください。

TIMEOUT と LOCAL PORT は、特に必要がない限りデフォルト値でかまいません。

①－５ 設定値を書き込みます。WRITE ボタンをクリックしてください。以上で設定が完了しました。
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② 通信の確認

②－１ ｅｚＴＥＲＭでパソコンと通信の確認をします。

まず、ＬＡＮ側のパソコンでｅｚＴＥＲＭを起動し、ｅｚＴＣＰのＩＰアドレス(REMOTE IP)とポート番号

(TCP PORT)を設定します。

②－２ 次に CONNECT ボタンをクリックします。左下の Ready が Connected に変われば、ｅｚＴＣＰと接続が成功しました。

（Connecting……が表示されたままの場合や Unknown network error が表示された場合には、正しく接続されており

ませんので、ｅｚＴＣＰの電源や、ＩＰアドレス等の設定を確認してください）
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②－３ 次にＲＳ－２３２側のパソコンで、Windows 付属のハイパーターミナルを起動し、通信条件を設定します。

②－４ 設定が終わったら、ハイパーターミナルよりデータを送信してみます。適当な文字列を入力してください。

すると、ｅｚＴＥＲＭの受信表示（RECV）に受信データが表示されます。
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②－５ 次にｅｚＴＥＲＭよりデータを送信してみます。

ｅｚＴＥＲＭの送信パケットサイズに適当な値を入力して RESIZE ボタンをクリックします。すると、送信データ部

(SEND)に 00 が表示されます。

②－６ 次に適当な値を１６進（左側）もしくはＡＳＣＩＩ（右側）で入力し、SEND ボタンをクリックします。

すると、ハイパーターミナルの画面にｅｚＴＥＲＭより受信したデータが表示されます。
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５．３ 仮想ＣＯＭポートドライバと併用する

ｅｚＴＣＰシリーズのオプションソフトウェア「ＴＣＰ－ＶＳＰ」を利用すると、ｅｚＴＣＰをＰＣの標準ＣＯＭポートと同じ

ように扱うことができます。したがって、ＰＣで動作する既存のＣＯＭポートアプリケーションを変更することなく、ネットワ

ークに対応させることができます。１台のパソコンで最大２５６ポートのＣＯＭポートをアサインすることができます。

＜ＴＣＰ－ＶＳＰの動作イメージ＞

①ＥＺＬ－５０Ａの設定

前述の「５．２ ＬＡＮに接続して使用する」を参照して、同じ手順で設定してください。

②ＴＣＰ－ＶＳＰの設定

②－１ ＴＣＰ－ＶＳＰの取り扱い説明書に従ってインストールしてください。

EZL-50A

EZL-50 EVA BOARD

10BASE-TRS-232

PC PC

ハイパーターミナル
TCP-VSP +
ハイパーターミナル

HUB

192.168.1.200

動作モード ： Ｔ２Ｓモード（サーバー）

シリアル通信条件 ： 通信速度 ＝ ３８４００

データビット＝８ スタートビット＝１ ストップビット＝１ パリティ＝ＮＯＮＥ

既存システム（ＲＳ－２３２）での動作

RS-232 端末

COM

ｅｚＴＣＰ ＋ ＴＣＰ－ＶＳＰでの動作

NIC

RS-232

ｅｚＴＣＰ
10BASE

RS-232

サーバー(T2S/ATC)

ＰＣ

ＰＣ

RS-232 端末

ＣＯＭ

アプリケーション

ＣＯＭ

アプリケーション

ＴＣＰ－

ＶＳＰ
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②－２ 「スタートメニュー」→「プログラム」からＴＣＰ－ＶＳＰを起動します。すると Windows のタスクトレイにアイ

コンが表示されますので、アイコンを左ダブルクリックしてください。次のようなメイン画面が表示されます。

②－３ 「VSP Add」ボタンをクリックします。Ａｄｄ画面が表示されますのでＣＯＭポートにアサインするｅｚＴＣＰの

「Virtual Serial Port」、「IP Address」、「Port」を入力し、「Connect Test」ボタンをクリックします。す

ると結果が表示されます。（失敗した場合には、アイコン及び表示文字が赤くなります。）

接続が失敗した場合には、IP Address や、ｅｚＴＣＰの設定を再度確認してください。

接続が成功した場合には、「OK」ボタンをクリックして、画面を閉じてください。

接続が成功した場合

接続が失敗した場合
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②－４ ②－３で設定したＣＯＭポートがメイン画面に追加されました。

動作を開始するために「Start」ボタンをクリックしてください。

②－５ 以上でｅｚＴＣＰがＣＯＭポートとして認識されます。

使用する仮想ＣＯＭポートが正常に作成できた場合には、メイン画面上の「Create」の項目が、青いアイコンに変

わり、文字も「Created」になります。

その後は、ハイパーターミナル等で仮想ＣＯＭポートの使用が可能となります。

この例ではＣＯＭ２にアサインしていますが、メイン画面の「VSP Add」より複数のＣＯＭポートを選択して、そ

れぞれのＣＯＭポートに任意のｅｚＴＣＰをアサインすることができます。（最大２５６ポート）

（操作手順の詳細は、ＴＣＰ－ＶＳＰの取り扱い説明書を参照してください）

※ 本製品に添付されています「ＴＣＰ－ＶＳＰ ｆｏｒ ｅｚＴＣＰ」はクライアントモードのみサポートしてお

りますので、ｅｚＴＣＰはサーバーモード（Ｔ２Ｓモード）でご利用ください。

ｅｚＴＣＰをクライアントモード（ＣＯＤモード）で使用する場合には、製品版の「ＴＣＰ－ＶＳＰ」をご利用

ください。



40

EZL-50AEzTCP/Ethernet series

③ 通信の確認

③－１ ハイパーターミナルで通信の確認をします。

各々のパソコン上で Windows 付属のハイパーターミナルを起動し、通信条件を設定します。

なお、Windows 付属のハイパーターミナルではＣＯＭ１～ＣＯＭ４までしか選択できませんので、ＣＯＭ５以降を

選択する場合には、ＣＯＭ５以降を選択できるターミナルソフトなどをご利用ください。

③－２ ターミナル画面が表示されたら、適当な文字列を入力してください。

相手側の画面に送信文字列が表示されればＯＫです。

③－３ お客様の使用されるＣＯＭポートアプリケーションで動作を確認してください。

使用するアプリケーションによっては動作しない場合もありますので注意してください。

＜使用できないアプリケーション＞

・シリアルポート側のボーレートやパリティ等が動的に変更されるアプリケーション

・ＲＴＳ・ＣＴＳの制御線を本来の目的とは異なり、データ線等に利用するアプリケーション

・送受信データのバッファリングが許容されないアプリケーション

・その他 仮想ＣＯＭポートを正しく認識することができないアプリケーション



41

EZL-50AEzTCP/Ethernet series

５．４ ＡＤＳＬに接続して使用する

ＥＺＬ－５０Ａは、プロトコルとしてＰＰＰｏＥ(PPP Over EtherNet)をサポートしています。

ＰＰＰｏＥは、主にＡＤＳＬで採用されているプロトコル規格です。ＥＺＬ－５０Ａを利用すればルーター無しで、ＡＤＳＬモデ

ムと直結することができます。（ルーターを使用する場合には、前述の「５．２ＬＡＮに接続して使用する」をご覧ください。）

ＰＰＰｏＥは、ＣＯＤモードまたはＡＴＣモード（クライアント）でサポートされます。

ＡＤＳＬ回線 ： フレッツＡＤＳＬ １．５Ｍ （ＮＴＴ西日本）

ＡＤＳＬモデム ： ＤＳＬ ＳＢ ＡＴＵＲ－Ｅ１（ＮＴＴ西日本）

ＩＳＰ ： ＷＡＫＷＡＫ（ＮＴＴ－ＭＥ）

弊社では、ＰＰＰｏＥの確認に上記の回線とＩＳＰにて動作確認をしております。

その他の回線業者およびＩＳＰをご利用の場合、動作しない場合もありますので、十分ご確認ください。

① ＥＺＬ－５０Ａの設定

①－１ ＥＺＬ－５０ ＥＶＡ ＢＯＡＲＤのＬＡＮポートにＰＣを接続し、ＥＺＬ－５０Ａの電源を投入します。

①－２ ｅｚＣＯＮＦＩＧを起動し PROBE ボタンをクリックします、するとＬＡＮ上に存在するｅｚＴＣＰの情報が表示され

ます。ｅｚＴＣＰが複数ある場合、MAC ADDRESS LIST から該当するＭＡＣアドレスを選択し、「PPPoE」チェックボ

ックスを有効にします。
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①－３ 「PEER IP ADDRESS」と「PEER PORT」に接続先のＩＰアドレスとポート番号を入力します。

ここでは、テストとして、弊社のＷＷＷサーバーのＩＰとポート番号を入力しています。

①－４ シリアルインターフェースの通信条件を設定します。「TIME OUT」と「WATER MARK」は０としてください。
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①－５ 次にＰＰＰｏＥのユーザー設定を行います。PPPoE ID ボタンをクリックしてください。

①－６ ユーザー設定用のダイアログが表示されますので、「USERNAME」と「PASSWORD」を入力してください。

パスワード確認のために「RETYPE」には「PASSWORD」と同じものを入力してください。

入力が完了したならば OK ボタンを押してください。

※「PASSWORD」は最大 8文字、「USERNAME」は最大 32 文字入力できます。

①－７ 最後に設定値を ezTCP に書き込みます。WRITE ボタンをクリックしてください。

以上で設定は終了です。
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②接続の確認

ここではＰＰＰｏＥ接続確認のため、インターネット上のＨＴＭＬ文書を読み込む例を示します。

先の設定で、弊社のＷＷＷサーバーとポート番号を設定しましたので、弊社のＷＷＷサーバーからＨＴＭＬ文書を読み込

んでみます。

②－１ まずＰＣ側のターミナルソフトの設定を行います。ここではハイパーターミナルを使用します。

ハイパーターミナルの通信速度とフロー制御を ezConfig で設定した値に合わせて設定してください。

また、『プロパティ』→『設定』→『ASCII 設定』は以下のように「行末に改行文字を付ける」と「ローカルエコーす

る」にチェックを入れてください。

②－２ 全ての設定が終了したら ezTCP のＬＡＮポートをＡＤＳＬモデムに、ＣＯＭポートをＰＣに接続してください。

EZL-50 EVA BOARD

10BASE-TRS-232

PC

ISP
Flet's ADSL

Internet

EZL-50A

ハイパーターミナル

ADSL MODEM

動作モード ： ＣＯＤモード（ＰＰＰｏＥ）

シリアル通信条件 ： 通信速度 ＝ １１５２００

データビット＝８ スタートビット＝１ ストップビット＝１ パリティ＝ＮＯＮＥ
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②－３ ｅｚＴＣＰの電源を投入すると自動的にＰＰＰｏＥ接続されます。ＥＺＬ－５０ＡのステータスＬＥＤが１秒間に４

回の点滅から、常時点灯に変化すれば接続成功です。

②－４ ハイパーターミナルから以下の文字を入力します。

※Host: には ezConfig の「PEER IP ADDRESS」で設定した値を入力してください。

②－５ 最後の改行入力後に指定したＩＰアドレスに存在する index.html が出力されます。

②－⑥ 以上の手順にて、ＨＴＭＬ文書の表示ができましたが、お客様のアプリケーション上にＨＴＴＰ等の上位プロトコル

を実装することによりＷＷＷサーバーを利用するシステム等を構築することが可能です。

GET / HTTP/1.1

Accept: text/html

Host: 61.211.82.210
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５．５ 複数の機器間で通信する

ＥＺＬ－５０Ａは、プロトコルとしてＵＤＰ(User Datagram Protocol)をサポートしています。

ＵＤＰプロトコルにて相手先ＩＰアドレスにブロードキャストアドレスを使用することにより、複数のＥＺＬ－５０Ａへデータを

送信できます。また、ＥＺＬ－５０Ａがブロードキャストアドレスを持ったＵＤＰパケットを受信することもできます。

これにより複数のＥＺＬ－５０Ａ間でデータの送受信が可能となります。

ここでは３台のＥＺＬ－５０Ａと ezTerm で通信を行う例を示します。

ＥＺＬ－５０ＡとＰＣを以下のように接続します。

PC

PC

PC

PC

HUB

RS-232 EtherNet

UDP

EZL-50A

U2S モード

IP:192.168.1.201

PORT:50000

PC2

RS-232 EtherNet

UDP

EZL-50A

U2S モード

IP:192.168.1.200

PORT:50000

PC1

RS-232 EtherNet

UDP

EZL-50A

U2S モード

IP:192.168.1.202

PORT:50000

PC3

PC4

ezTerm

IP:192.168.1.100

PORT:50000
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①ＥＺＬ－５０Ａの設定

3 台のＥＺＬ－５０Ａに対して以下の設定を行います。

①－1 ｅｚＣＯＮＦＩＧを起動し PROBE ボタンをクリックします、するとＬＡＮ上に存在するｅｚＴＣＰの情報が表示され

ます。ｅｚＴＣＰが複数ある場合、MAC ADDRESS LIST から該当するＭＡＣアドレスを選択してください。

①－２ 「LOCAL IP ADDRESS」、「LOCAL IP PORT」、「PEER IP AADRESS」、「PEER IP PORT」を設定します。

「LOCAL IP ADDRESS」は機器ごとに違う値を設定します。ここでは３台のＥＺＬ－５０Ａに

「192.168.1.200」、「192.168.1.201」、「192.168.1.202」をそれぞれ割り当てています。

「「PEER IP ADDRESS」はブロードキャストアドレスである「255.255.255.255」を設定し、「LOCAL PORT」と

「PEER PORT」は同じ値の「50000」に設定します。

最後に「WRITE」ボタンをクリックして設定を保存してください。
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②ｅｚＴＥＲＭの設定

②－１ ｅｚＴＥＲＭの設定を行います。

まず、ＰＣ４にてｅｚＴＥＲＭを起動してｅｚＴＣＰのＩＰアドレス(REMOTE IP)を 255.255.255.255、

ポート番号(PORT)を 50000 設定し、「UDP」チェックボックスをチェックしてください。

②－２ 次に送信を行うためのパケットサイズを設定します。

「RESIZE」の右側にあるエディットボックスに適当な値を入力してください。この例では 16 を

設定しています。設定後に「RESIZE」ボタンを押してください。

最後に「BIND」ボタンをクリックします。これによりＵＤＰの送受信が可能となります。
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③ハイパーターミナルの設定

③－１ ＰＣ１～ＰＣ３パソコンで、Windows 付属のハイパーターミナルを起動し、通信条件を設定します。
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④通信の確認

④－１ ｅｚＴＥＲＭにて適当な値を１６進（左側）もしくはＡＳＣＩＩ（右側）で入力し、SEND ボタンをクリックします。

すると、ＰＣ１～ＰＣ３のハイパーターミナルの画面にｅｚＴＥＲＭより受信したデータが表示されます。
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④－２ 次にＰＣ１のハイパーターミナルからデータの送信を行います。

すると、ＰＣ２、ＰＣ３のハイパーターミナル及びＰＣ４のｅｚＴＥＲＭにデータが受信されます。

④－３ 同様にＰＣ２、ＰＣ３から送信したデータも他のＥＺＬ－５０Ａ及びｅｚＴＥＲＭにて受信できます。

このように複数のＥＺＬ－５０Ａにて同時にデータの通信を行うことができます。
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６．その他

６．１ ＦＡＱ

Ｑ１． ｅｚＣＯＮＦＩＧでＰＲＯＢＥボタンをクリックしてもｅｚＴＣＰが表示されない。

Ａ１． 次のような原因が考えられます。

① ハードウェアが正しく接続されていない → ハードウェアを再度確認してください。

② ｅｚＣＯＮＦＩＧでＥＺＣＦＧプロトコルを非アクティブにして書き込んでしまった。→ ＥＺＬ－５０Ａ

をＩＳＰモードにすれば、ｅｚＣＯＮＦＩＧが使用できます。

③ 使用しているケーブルが違う → ストレートケーブルかクロスケーブルが接続方法に合ったケーブルを使

用しているか確認してください。

④ ネットワーク上にファイヤーウォールが存在するか、ezConfig を起動した PC 上でパーソナルファイヤーウ

ォールが動作している可能性があります → ネットワーク管理者とご相談のうえ、設定を変更してくださ

い。

Ｑ２． ｅｚＴＣＰに接続できない。

Ａ２． さまざまな原因が考えられますが、以下の点について再度確認してください。

① ＩＰアドレスが異なる

② ゲートウェイ値が正しくない。

③ サブネットマスク値が正しくない。

④ ネットワーク上にファイヤーウォールが存在するか、ezConfig を起動した PC 上でパーソナルファイヤーウ

ォールが動作している可能性があります

⑤ ＰＣのＩＰアドレスとサブネットマスク値が正しくない。

⑥ 接続モードが異なる（サーバ－／クライアント） → 接続モードを確認してください。

⑦ すでに、他のデバイスと接続されている。 → 他のデバイスと接続されていないか確認してください。

①～⑤についてはネットワーク管理者に相談して、確認してください。

Ｑ３． 接続が不安定または、通信が不安定になる。

Ａ３． ＩＰアドレスが競合している可能性があります。

ネットワーク上に同一ＩＰの機器が接続されていないか確認してください。

Ｑ４． ＴＣＰ－ＶＳＰを、クライアントのｅｚＴＣＰに接続できないか？

Ａ４． 製品版の「ＴＣＰ－ＶＳＰ」ではｅｚＴＣＰをクライアントモード（ＣＯＤモード）で接続可能です。

但し、本製品に添付されています「ＴＣＰ－ＶＳＰ ｆｏｒ ｅｚＴＣＰ」はクライアントモードのみサポート

しておりますので、ｅｚＴＣＰはサーバーモード（Ｔ２Ｓモード）にする必要があります。

Ｑ５． ＰＰＰｏＥでＩＳＰのＰＡＳＳＷＯＲＤが８バイトを超えているため設定できない。

Ａ５． 一般的なＩＳＰでは、ＰＡＳＳＷＯＲＤの変更が可能です。

８バイト以内のＰＡＳＳＷＯＲＤに変更してご利用ください。

Ｑ６． ＰＰＰｏＥに接続したままで接続先（ピアＩＰアドレス）を変更できないか？

Ａ６． ＥＺＬ－５０Ａは仕様上できません。
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Ｑ７． ＡＴＣモードでＡＴＤを実行すると「NO CARRIIER」が返される。

Ａ７． ＥＺＬ－５０Ａへの送信データのデリミタが＜CR＞以外になっている可能性があります。

また、ＡＤＳＬモデムが正常に動作していない場合やＬＡＮの接続が正しくない場合なども考えられます。

Ｑ８． ＤＨＣＰ等で割り当てられたＩＰアドレスをアプリケーションより取得したい。

Ａ８． ＡＴＣモードで「AT+PLIP?」をＥＺＬ－５０Ａに発行すると、割り当てられたＩＰアドレスを取得することがで

きます。

Ｑ９． ezTerm で EZL-50A に接続できない

Ａ９． SUBNET MASK によって EZL-50A とＰＣとの TCP/IP 接続が出来ない場合があります。

EZL-50A もしくはＰＣの SUBNET MASK もしくは IP アドレスを変更してください。

Ｑ１０も参照してください。

Ｑ１０． EZL-50A/200 がネットワーク上に存在するかを確認したい

Ａ１０． ping コマンドにより EZL-50A/200 がネットワーク上に存在するか確認できます。

ＰＣの DOS プロンプト上で「ping aaa.bbb.ccc.ddd」と入力して実行してください"aaa.bbb.ccc.ddd"には

ezConfig にて設定された IP アドレスを入力してください。

Ｑ１１. シリアルデータを任意のパケットサイズで送りたい

Ａ１１. U2S モードの時のみ「WATER MARK」に任意の値を設定することにより UDP を任意のパケットサイズで送信するこ

とができます。

その他のモードではパケットサイズの指定はできません。

Ｑ１２. シリアルポートの RTS/CTS 等のフロー状態をネットワーク経由で確認したい

Ａ１２. EZL-50A にはシリアルポートの状態をネットワークから参照する機能はございません。

Ｑ１３. シリアルポートから TCP 接続状態を確認したい

Ａ１３. EZL-50A には TCP 接続状態をシリアルデータにて知らせる機能はありません。

TCP 接続状態は EZL-50A の JP2-3 に出力されますので、この信号を RS-232 の DTR 等に接続してご使用ください。

Ｑ１４. 自作アプリケーションに ezConfig の機能を組み込みたい

Ａ１４. ezConfig と同等の機能をライブラリ化したものをご用意しています。弊社ホームページよりダウンロードしてご

利用ください。

※ezConfig ライブラリに関しては、技術的サポートはしておりませんので、ご了承ください。
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６．２ ＥＺＬ－５０とＥＺＬ－５０Ａの違い

ＥＺＬ－５０Ａは、ＥＺＬ－５０より機能の追加を行っております。

削除された機能は有りませんので、ＥＺＬ－５０をご利用のお客様も、そのまま置き換えができます。

＜ＥＺＬ－５０とＥＺＬ－５０Ａの見分け方＞
ＥＺＬ－５０Ａでは、ＭＡＣアドレスの横にＥＺＬ－５０Ａと表記しております。

＊ＥＺＬ－５０では、表記しておりまません。

＜ＥＺＬ－５０Ａの追加点＞

項番 変更内容 ＥＺＬ－５０ ＥＺＬ－５０Ａ

1 RS-485 用ドライバ制御信号を追加 Reserve 制御信号出力

2 データビットを追加 ８ビットのみ ８ビット、７ビット

3 パリティを追加 NONE NONE、EVEN、ODD

4 ソフトウェアフロー制御を追加 NONE or RTS/CTS NONE、RTS/CTS、XON/XOFF

RTL8019AS

0 0 3 0 F 9 0 0 1 5 1 D
EZL-50A

XTAL

XT
AL

1

12 12

1

EZL-50A と表記
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６．３ ネットワーク用語解説

ＴＣＰ

Transmission

control protocol)

２種類あるＩＰの上位プロトコルのひとつ。もうひとつのＵＤＰに比べ、コネクション型でパケ

ット毎の応答確認機能等があり信頼性が高い。ＲＦＣ７９３で規定。

ＩＰ

(Internet protocol)

米国防総省のネットワークプロジェクトで開発されたプロトコルで、インターネットに接続され

る機器は、全てこの共通プロトコルを使用している。上位層にはＴＣＰやＵＤＰ等がある。

ＴＣＰ／ＩＰ ネットワーク層にＩＰ、上位にＴＣＰを使うプロトコルの名称。インターネットの標準プロトコ

ルである。上位のアプリケーション層のプロトコルとしては、ＨＴＴＰ、ＦＴＰ、ＴＥＬＮＥＴ、

ＳＭＴＰ、ＤＮＳ、ＳＮＭＰ等がある。

ＵＤＰ

(User datagram protocol)

ＩＰの上位プロトコルのひとつ。ＲＦＣ７６８で規定。ＴＣＰに比べ処理の負荷が軽いため、高

速処理が可能だが、コネクションレス型で信頼性に劣る。

ＩＣＭＰ ＩＰプロトコルの状態に関する情報を管理するプロトコル。ＰＩＮＧ等の応答に使われる。

ＰＩＮＧ ＴＣＰ／ＩＰネットワーク上の任意のコンピュータに対して接続を確認するためのコマンド。

ＡＲＰ

(Adress

resolution protocol)

アドレス解決プロトコル。ＩＰアドレスから、ＭＡＣアドレスを取得するためのプロトコル。逆

にＭＡＣアドレスからＩＰアドレスを取得するプロトコルはＲＡＲＰと呼ばれる。

ＴＥＬＮＥＴ ネットワーク上の他のコンピュータに接続して遠隔操作を実現するためのプロトコル。

ＦＴＰ

(File transfer protocol)

インターネット上の２点間でファイル転送を行うためのプロトコル。ＲＦＣ９５９で規定。

ＬＡＮ

(Local Area Network)

会社内などのある限定された範囲内のネットワーク。最近ではイーサネットなどの技術そのもの

をＬＡＮと呼ぶ場合がある。

ＷＡＮ

(Wide Area Network)

限定されたエリアを超えて接続される広域ネットワーク。ＬＡＮの対比語としても用いられる。

ＰＰＰ

(Point To Point Protcol)

２点間の通信に使用するプロトコル。インターネットプロパイダとダイアルアップ接続する場合

等に用いられる。ＲＦＣ１６６１で規定。

ＰＰＰｏＥ

(PPP Over Ethernet)

ＰＰＰのリンク手順をイーサネット上で実行する仕様。ＡＤＳＬ（フレッツＡＤＳＬ、イーアク

セス）で採用されている。ＲＦＣ２５１６で規定。

ＰＰＰｏＡ

(PPP Over ATM)

ＡＴＭネットワーク上からＰＰＰのやり取りを規定した技術。ＡＤＳＬ（ＯＣＮ、ＡＣＣＡ）で

採用されている。ＲＦＣ２３６４で規定。

ＡＤＳＬ 既存の電話線ケーブルを使用する高速デジタル伝送方式。ｘＤＳＬの中でも最も代表的な伝送技

術。ＮＴＴのフレッツＡＤＳＬ等が採用している。

ＡＴコマンド モデム等を制御するためのコマンド体系の総称。コマンドの先頭は必ず‘ＡＴ’から始まる。

ポート番号 ＴＣＰまたはＵＤＰが備える機能で、同一パソコン上で複数のネットワークアプリケーションを

実行させるための仕組み。ネットワークから受け取ったパケットをどのアプリケーションに引き

渡すかポート番号で特定することができる。

ポート番号は０～６５５３５まであるが、０～１０２３までは Well Known Port、１０２４～４９

１５１までが Registered ポートとなっており、使用方法が規定されている。４９１５２～６５５

３５は、Dynamic/Private ポートとなっており、自由に使用することができる。
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ＷｅｌｌＫｎｏｗｎポート ＩＣＡＮＮが規定している予約されたポート番号。FTP→20/21,TELNET→23、SMTP→25、DNS→53、

HTTP→80、POP3→110、SMTP→161 などと決められている

ＤＨＣＰ クライアントに動的にＩＰアドレスを割り当て、切断時に回収するためのプロトコル。

ＭＡＣアドレス ネットワーク機器一つ一つに割り当てられる番号。全４８ビットで、先頭２ビットが、ユニキャ

ストかマルチキャストかを示すＩ／Ｇビット、続く２２ビットが各製造メーカに割り当てられた

番号、残り２４ビットが各メーカが機器にユニークに割り当てる番号となっている。したがって、

各機器のＭＡＣアドレスは世界で一つしかない。

ＩＰアドレス ＩＰプロトコルで使用される各コンピュータに割り当てられるアドレス。全３２ビットとなって

いる。通常は８ビット単位で区切られ、１０進数で表される。(例 192.168.001.001)

サブネットマスク ＩＰアドレスの、どこまでがネットワーク番号として割り当てられたビットなのか識別、通知す

るための値。ＩＰアドレスと同じで全３２ビットで、８ビット単位で区切られ、１０進数で表さ

れる。(例 255.255.0.0)

ＧＡＴＥＷＡＹ ネットワーク上で、媒体やプロトコルが異なるデータを相互に変換して通信を可能にする機器。

グローバルＩＰ（アドレス） インターネットに接続された機器に一意に割り当てられた IP アドレス。インターネットの中での

住所にあたり、インターネット上で通信を行うためには必ず必要である。IANA が一元的に管理し

ており、各国の NIC によって各組織に割り当てられる。

ローカルＩＰ（アドレス） 組織内のネットワークに接続された機器に一意に割り当てられた IP アドレス。NIC に申請を行わ

なくても組織内で自由に割り当てることができるが、インターネット上での一意性は保証されな

いため、そのままではインターネットを通じて通信を行うことはできない。プライベートアドレ

スしか持たない機器がインターネットで通信を行うには、グローバルアドレスを割り当てられた

機器に NAT や IP マスカレード、プロキシなどの手段によって中継してもらう必要がある。

スタティック（静的）アドレ

ス

ネットワーク上の各クライアントに固定 IP アドレスを割り当てる方式。静的 IP アドレス指定を

使用しているネットワークでは、ネットワーク管理者が各コンピュータに IPアドレスを手動で割

り当てる。静的 IP アドレスを割り当てられると、IP アドレスが手動で変更されない限り、コン

ピュータは起動するごとに同じ IP アドレスを使用してネットワークにログオンする。

ダイナミック（動的）アドレ

ス

スタティックアドレスとは反対に、接続するたびにＩＰアドレスを割り当てられる方式。ＩＰア

ドレスの割り当てはＤＨＣＰサーバにて行われる。ダイアルアップ接続はこの方法が用いられる。

ピア・ツー・ピア コンピュータ同士を１対１で接続する通信方式。

サーバー コンピュータネットワークにおいて、クライアントコンピュータに対し、自身の持っている機能

やデータを提供するコンピュータのこと。サーバはクライアントからの接続要求により接続され

る。

クライアント コンピュータネットワークにおいて、サーバコンピュータの提供する機能やデータを利用するコ

ンピュータのこと。クライントはサーバへ接続要求を出すことによりサーバと接続される。

パケット コンピュータ通信において、送信先のアドレスなどの制御情報を付加されたデータの小さなまと

まりのこと。データをパケットに分割して送受信する通信方式をパケット通信と呼ぶ。

フローコントロール ＲＳ２３２Ｃ通信等で、データのオーバーフローを防ぐために、送受信を制御するための仕組み。

ＲＴＳやＣＴＳ等の制御線を用いる場合は、ハードウェアフローコントロールと呼ばれる。
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トラフィック ネットワーク上を一定時間内に流れる情報量のこと。トラフィックの多さに比例して、情報伝

達遅延や損失等の比率が高くなる。

ＲＦＣ インターネットに関する技術の標準を定める団体である IETF が正式に発行する文書。IP(RFC

791)、TCP(RFC 793)、HTTP(RFC 2616)、FTP(RFC 959 など)などインターネットで利用されるプ

ロトコルや、その他インターネットに関わるさまざまな技術の仕様・要件を、通し番号をつけ

て公開している。

ＩＳＰ

(Internet Service Provider)

インターネットアクセスプロバイダのこと。

ＩＳＰ

(In System Programming）

システム内のフラッシュＲＯＭなどに外部からプログラムを書き込む方式のこと。
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●ハードウェアのサポート

万が一、製作上の不具合や回路の機能的の問題を発見された場合には、お手数ですが弊社サポートまでご連絡ください。

以下の内容に該当するお問い合わせにつきましては受け付けておりませんのであらかじめご了承ください。

■本製品の回路動作及びＣＰＵおよび周辺デバイスの使用方法に関するご質問

■ユーザ回路の設計方法やその動作についてのご質問

■関連ツールの操作指導

■その他、製品の仕様範囲外の質問やお客様の技術によって解決されるべき問題

●ソフトウェアのサポート

ソフトウェアに関する技術的な質問は、一切受け付けておりませんのでご了承ください。

本製品を利用したネットワークの構築のご提案や外部機器との接続可否の確認については有償にて承ります。

●バージョンアップ

本製品に付属するソフトウェアは、不定期で更新されます。それらは全て弊社ホームページよりダウンロードできます。

FD や CD-ROM などの物理媒体での提供をご希望される場合には、実費にて承りますので弊社営業までご連絡ください。

●修理の依頼

修理をご依頼いただく場合には、お名前、製品名、シリアル番号、詳しい故障状況を弊社製品サポートへご連絡ください。

弊社にて故障状況を確認のうえ、修理の可否、修理費用等をご連絡いたします。ただし、過電圧印加や高熱等により製品全体が

ダメージを受けていると判断される場合には、修理をお断りする場合もございますのでご了承ください。

なお、弊社までの送料はお客様ご負担となります。

●弊社ホームページのご利用について

アプリケーションノートやＦＡＱ等、お客様にお役立ていただける情報を弊社ページに掲載しております。また、技術交流を目

的とした専用掲示板も開設しておりますので、是非ご利用ください。

●製品サポートの方法

製品サポートについては、FAXもしくは E-MAIL でのみ受け付けております。お電話でのお問い合わせは受け付けておりません

のでご了承ください。なお、お問い合わせの際には、製品名、使用環境、使用方法等、問題点などを詳細に記載してください。

製品サポートのご案内

■ＦＡＸ ０５３－４０１－００３５

■Ｅ－ＭＡＩＬ query@apnet.co.jp

製品サポート窓口

弊社ホームページアドレス http://www.apnet.co.jp
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弊社製品をベースとしたカスタム品やシステム開発を承っております。

お客様の仕様に合わせて、設計から OEM 供給まで一貫したサービスを提供いたします。

詳しくは、弊社営業窓口までお問い合わせください。

エンジニアリングサービスのご案内

■ＴＥＬ ０５３－４０１－００３３（代表）

■Ｅ－ＭＡＩＬ sales@apnet.co.jp

営業案内窓口
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版数 日付 改定内容

１版

２版

３版

2003/01/15

2003/02/04

2004/05/18

新規

「２．１ 基板寸法とピン配置」の項目を修正

「WATER MARK、TIME OUT」の項目を修正

仮想ＣＯＭポートを「TCP-VSP」に変更

EIA-232の表記を RS-232に変更

ＦＡＱを追加

改定履歴
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｢TCP-VSP｣の著作権およびサポートについて

・本製品に含まれる「TCP-VSP」（以下、本ソフトウェア）の著作権はアルファプロジェクトが保有します。

本ソフトウェアを無断で譲渡、転売、２次配布することは一切禁止いたします。

・当社は本ソフトウェアに関し、海外での保守サービス及び技術サポート等はおこなっておりません。

・本ソフトウェアの運用の結果、万が一損害が発生しても、弊社では一切責任を負いませんのでご了承ください。

｢ezCONFIG｣、｢ezTERM｣、｢HotFlash｣の著作権およびサポートについて

・本製品に含まれる｢ezCONFIG｣、｢ezTERM｣、｢HotFlash｣（以下、本ソフトウェア）の著作権は SollaeSystems 社が保有します。

本ソフトウェアを無断で譲渡、転売、２次配布することは一切禁止いたします。

・当社は本ソフトウェアに関し、海外での保守サービス及び技術サポート等はおこなっておりません。

・本ソフトウェアの運用の結果、万が一損害が発生しても、弊社では一切責任を負いませんのでご了承ください。

本文書について

・本文書の著作権は（株）アルファプロジェクトが保有します。

・本文書の内容を無断で転載することは一切禁止します。

・本文書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。

・本文書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点、誤りなどお気付きの点がありましたら弊社までご連絡

下さい。

・本文書の内容に基づき、アプリケーションを運用した結果、万一損害が発生しても、弊社では一切責任を負いませんのでご了承下さい。

商標について

・Windows®の正式名称は Microsoft®Windows®Operating System です。

Microsoft、Windows、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation.の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Windows®XP、Windows®2000 Professional、Windows®Millennium Edition、Windows®98 は、米国 Microsoft Corporation.の商品名称です。

本文書では下記のように省略して記載している場合がございます。ご了承ください。

Windows®XP は Windows XP もしくは WinXP

Windows®2000 Professional は Windows 2000 もしくは Win2000

Windows®Millennium Edition は Windows Me もしくは WinMe

Windows®98 は Windows 98 もしくは Win98

・会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

ALPHA PROJECT Co.,LTD.
株式会社アルファプロジェクト
〒431-3114
静岡県浜松市東区積志町 834
http://www.apnet.co.jp
E-MAIL : query@apnet.co.jp


